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　　　�N�を正の実数とする．座標空間において，原点2を中心とする半径���の球面上の���点

　　$，%，&，'が次の関係式を満たしている．
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　　　このとき，�N�の値を求めよ．ただし，座標空間の点;，<に対して，�2;･2<�は，

　　�2;�と�2<�の内積を表す．

　上記の問題について，次のようなアプローチで解答した．

①
【解答】点$を�� 
�，�，� �に固定してよい．このとき，点%を�� 
S，T，U �とおくと，�
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�と分かる．

　　　　したがって，点%は球面� �[ � �\ � �]  ��と平面�[ 
�
�
�の交線上に存在する．

②
　　　　そこで，点%の�]�座標が��，�\�座標が正となるように�[�軸まわりに球面を回転させ，

　　　点&，'を取り直す．

　　　　点%の座標は�� �
�
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，T，� �とおけるが，球面� �[ � �\ � �]  ��上にあることから�T (�
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　　　と分かる．

　　　　$，%の座標が分かったことから，条件式により&，'の座標も求まり，�N�の値が分かる．

【解答】の傍線部①，②について，JHRJHEUDを用いて視覚的に説明することができる．

（１）傍線部①　点$を�� 
�，�，� �に固定してよい　について

　　　　　　　　図１　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２



　　図１のように，球面上に���点$，%，&，'を配置し，軸を表示せずに球面を回転させる．

　次に図２のように軸を表示し，点$を�� 
�，�，� �に持ってくることができることを示す．

　※����は�[�軸まわりの回転角，��は�\�軸まわりの回転角，��は�]�軸まわりの回転角を表す．

（２）傍線部②　点%の�]�座標が��，�\�座標が正となるように�[�軸まわりに球面を回転させ，点&，'

　　を取り直す　について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３

　　図３のように，球面� �[ � �\ � �]  ��と平面�[ 
�

�
�の交線を表示し，��を変化させながら点%を

　交線上で動かす．

　　点%の変化にともなって，点&，'は変化するが，点$は不動であることが視覚的に分かる．

　　以上により，点$を�� 
�，�，� �に，点%を�[\�平面上に固定することにより，問題がスムーズに解

　けることが分かる．


